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第

回 

「
な
っ
ち
ゃ
ん
」 

今
し
ば
ら
く
走
る 

 
 
 

※
２
０
２
４
年

月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

マ
イ
ク
を
握
れ
ば
、
行
く
先
々
で
声

援
が
飛
ぶ
。
人
気
は
衰
え
知
ら
ず
だ
が
、

今
度
ば
か
り
は
「
な
っ
ち
ゃ
ん
」
の
願

い
も
届
か
な
か
っ
た
。
公
明
党
元
代
表

の
山
口
那
津
男
常
任
顧
問
で
あ
る
。
２

０
２
４
年

月
の
衆
院
選
で
、
党
は
連

立
を
組
む
自
民
党
の
派
閥
裏
金
問
題
へ

の
あ
お
り
を
受
け
て
惨
敗
。

年
務
め

た
代
表
を
退
き
、
や
っ
と
肩
の
荷
が
下

り
た
と
思
い
き
ゃ
、
大
ピ
ン
チ
に
。
や

っ
ぱ
り
、
気
は
休
ま
ら
な
い
？ 

 

国
会
議
事
堂
前
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
が

色
づ
き
始
め
た

年

月
、
私
（
記
者
）

は
参
院
議
院
会
館
の
事
務
所
を
訪
ね

た
。
紺
の
ス
ー
ツ
に
、
勝
負
カ
ラ
ー
の

一
つ
、
ブ
ル
ー
の
ネ
ク
タ
イ
姿
。
柔
和

な
表
情
で
迎
え
て
く
れ
た
。 

 

気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
『
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
』
と
は
見
ら
れ

た
く
な
い
で
す
」
。
ま
だ
、
代
表
だ
っ

た

年

月
の
こ
と
。
自
民
党
の
派
閥

裏
金
問
題
に
つ
い
て
、
公
明
党
が
動
画

投
稿
ア
プ
リ
「
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
（
テ
ィ

ッ
ク
ト
ッ
ク
）
」
で
配
信
し
た
動
画
内

で
、
こ
う
発
言
し
た
の
だ
。
物
腰
柔
ら

か
な
振
る
舞
い
か
ら
想
像
で
き
な
い
過

激
な
言
葉
は
以
外
に
感
じ
た
。 

 

言
葉
の
裏
に
は
、
政
権
交
代
の
悪
夢

が
あ
っ
た
。

年
の
衆
院
選
で
麻
生
太

朗
政
権
は
惨
敗
し
、
民
主
党
政
権
が
誕

生
。
公
明
党
も
当
時
の
太
田
昭
宏
代
表

や
北
側
一
雄
幹
事
長
ら
、
小
選
挙
区
に

立
候
補
し
た
８
人
全
員
が
落
選
。
比
例

得
票
数
も
、

年
衆
院
選
か
ら
総
数
が

増
加
し
た
中
で
党
は

・

％
減
ら
し

た
。 「

自
民
党
に
批
判
が
集
ま
っ
て
い
た

が
、
結
果
的
に
我
が
党
も
あ
お
り
を
受
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け
た
。
理
不
尽
で
、
あ
の
二
の
舞
い
は

ゴ
メ
ン
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
ね
」
。
発

言
時
は
岸
田
文
雄
政
権
で
、
衆
院
解
散
・

総
選
挙
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。 

 

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
で
、
政
権

の
一
役
を
担
う
公
明
党
に
非
が
全
く
な

い
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
事
の
発
端

は
自
民
党
。
不
特
定
多
数
が
視
聴
す
る

媒
体
を
意
識
し
て
発
信
し
、
〝
も
ら
い

事
故
〟
の
再
来
を
避
け
た
い
思
惑
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。 

 

選
挙
期
間
中
、
応
援
演
説
で
全
国
各

地
を
駆
け
回
っ
た
。
代
表
の
バ
ト
ン
を

受
け
た
石
井
啓
一
氏
は
、
比
例
代
表
か

ら
小
選
挙
区
に
転
出
し
て
選
挙
区
か
ら

身
動
き
が
取
れ
な
か
っ
た
。
「
政
党
に

と
っ
て
選
挙
は
最
大
の
勝
負
ど
こ
ろ
」
。

総
力
戦
だ
っ
た
が
、
結
果
は
ご
承
知
の

通
り
。 

 

挑
戦
し
た

小
選
挙
区
で
獲
得
は
４

議
席
。
比
例
代
表
は

議
席
を
確
保
し

た
が
、
告
示
前
の

議
席
を
下
回
っ
た
。

公
明
党
は
、
自
民
党
が
派
閥
裏
金
事
件

に
関
係
し
た
と
し
て
非
公
認
に
し
た

り
、
比
例
代
表
と
の
重
複
立
候
補
を
認

め
な
か
っ
た
候
補
者
に
推
薦
を
出
し
た

り
し
た
。
代
表
を
交
代
し
た
後
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
れ
を
知
っ
た
の
は
、
党
機

関
紙
の
公
明
新
聞
紙
上
だ
っ
た
。
驚
い

た
と
い
う
。 

 

「
（
敗
因
は
）
自
民
党
の
せ
い
と
言

う
人
も
い
る
け
ど
、
我
が
身
を
省
み
る

こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
あ
れ
ほ
ど
、

同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
に
見
ら
れ
た
く
な

い
、
と
言
っ
た
の
に
！
」
と
悔
し
げ
。

対
応
は
失
敗
で
、
敗
因
と
断
言
す
る
。

１
時
間
半
の
取
材
で
唯
一
、
口
調
が
強

ま
っ
た
の
は
こ
の
時
だ
っ
た
。
無
念
さ

が
に
じ
み
出
て
い
た
。 

 

代
表
ま
で
の
歩
み
は
山
あ
り
谷
あ

り
。
中
選
挙
区
制
時
代
の
１
９
９
９
年

に
衆
院
選
で
初
当
選
し
た
後
、
分
党
し

た
新
進
党
に
参
加
。
小
選
挙
区
制
に
な

っ
た

年
か
ら
連
続
落
選
を
味
わ
っ

た
。
そ
の
後
、
参
院
に
く
ら
替
え
し
、

年
の
選
挙
で
政
界
復
帰
を
果
た
し

た
。 白

羽
の
矢
が
当
て
ら
れ
、

年
に
代

表
に
就
任
し
た
時
は
野
党
だ
っ
た
。「
ゼ

ロ
か
ら
と
い
う
よ
り
、
マ
イ
ナ
ス
か
ら

の
出
発
。
経
験
の
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

一
日
一
日
が
必
死
だ
っ
た
」 
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先
の
衆
院
選
は
、
「
同
じ
穴
の
ム
ジ

ナ
」
と
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ゆ
え
の
結

果
だ
ろ
う
。
自
民
党
と
の
連
携
を
見
直

す
考
え
は
な
い
の
か
、
訪
ね
て
み
た
。

「
選
挙
の
票
の
出
方
に
は
、
い
ろ
ん
な

波
が
あ
る
。
だ
が
、
国
民
生
活
に
責
任

を
持
つ
政
権
政
党
の
重
い
責
任
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
自
公
政
権
が
軸
と
い
う

の
が
、

年
に
な
る
政
治
生
活
の
結
論

で
す
ね
」
と
言
い
切
る
。 

 

街
頭
に
立
て
ば
、
演
説
冒
頭
「
な
っ

ち
ゃ
ん
で
す
よ
ー
」
と
声
を
張
り
上
げ

る
。

歳
も
過
ぎ
、
気
恥
ず
か
し
さ
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
。
「
だ
け

ど
、
男
性
か
ら
も
「
な
っ
ち
ゃ
ん
」
と

声
が
か
か
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
て
、
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
」
。
や
め
る
つ
も
り
は
な
い
。 

 

公
明
党
は

年
、
結
党

年
を
迎
え

た
。
衆
院
選
、
参
院
選
、
東
京
都
議
選

を
「
３
大
選
挙
」
と
位
置
づ
け
、
勝
利

が
至
上
命
題
。
「
疲
れ
た
と
か
言
っ
て

い
る
場
合
で
は
な
い
。
『
大
衆
と
と
も

に
闘
う
』
」
。
立
党
精
神
を
胸
に
、
今

し
ば
ら
く
走
り
続
け
る
。 

 

                          


